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総合情報基盤センター・デジタル・アーカイブスの開設について               総合情報基盤センター 教授 高井正三 
  昨年 2013年 8月 1日，総合情報基盤センター学術情報サービス研究開発部門では，計算センター設置から総合情報基盤センターの現在に至る，約 50年間の広報誌，ニュース，利用の手引きなど，様々な文献・資料を収集分類し，デジタル化して保管し，「総合情報基盤センター・デジタル・アーカイブス（電子保管庫）」と命名し，
Web上に公開するサービスを開始した．49年前の昭和 40（1965）年に 3月 15日に「富山大学計算センター」が設置されてから，今年は 50 周年目の年に当たる．この半世紀を経た記念すべき年を契機として，50年間に蓄積された膨大な文献・資料の中で，歴史に残して，後世に伝えるべきものを選択し，電子化してWeb上に掲載すれば，学生・教職員・研究者のみならず，本学で学び，研究した卒業生に，思い出の文献・資料を，インターネットで，誰でも，何時でも，何処からでも検索してもらい，提供することができる．本学では既に人文学部の立川健治教授が中心になって，富山大学デジタル・アーカイブスを構築中であるが，その先駆けとして ITC Digital 
Archivesを開設したので，皆さんに閲覧いただき，ご意見を伺って，改善していきたいと考えている． 
 １．ITC Digital Archivesの提供する資料  計算センター設置から現在に至る，約 50年間の広報誌，ニュース，センター案内，センター発行の各種小冊子，センター利用ガイド，アプリケーション・プログラムの利用の手引き,言語・装置などのマニュアル類，メーカー発行のカタログ集，センター運営委員会の議事録や情報システムの要求仕様書，情報セキュリティ・ポリシー関係資料など，センター改築時に使用した移転用段ボール箱約
200個分の資料からのアーカイブである． ２．何のために残す必要があるのか  筆者は，このセンターに勤務して今年 3月末で満 41 年になるが，物を捨てられない時代に育ったので，これも残すべき，あれも貴重な資料だ，と残してきたが，センターの若いスタッフにとっては，殆ど「猫に小判」の存在で，筆者の知らない間に捨てられたものも多々あるらしい．メーカーのカタログなどは良い例である．PCやWork Station用のソフトウェアとそのマニュアルもしかりである．できるだけ 1部は残すようにお願いしてきたが，「何のために残す必要があるのか」が理解できないようである．確かに著作権のある資料はWeb上に公開できないが，内部資料として残すことは可能である．  現在，それが在るのは，総て歴史の所産であり，物事には歴史的発展が必ず在る． 
初めてオブジェクト指向言語として登場した Smalltalkが紹介された，米国の BYTE誌に“Smalltalk”の文字を書いた熱気球の表紙の雑誌が図書資料室に保管されていた．工学部の学生だったようだが，この雑誌を見に来て，そのまま持ち帰ったようだ．後日筆者が参考にしようと探して分かったが，その号だけ欠如していた．すごいプレミアのついた雑誌だったので，今でも一番悔しい思い出として，筆者の記憶に残っている．あれは公費で購読していた雑誌だ．「学生さんに告ぐ．今からでも遅くはない．必ず棚に戻すように！」と．貴重本はみんなの宝なのだから．・・・ 
 ３．ITC Digital ArchivesWeb Siteの構成  “ITC Digital Archives”という電子保管庫は表 1のようにページ構成され，Web Site（図 1～
9）で公開している．パンフレット（写真１）もある． なお，センター年代別資料として，以下の各時代別に文献・資料を再掲載している． １）計算センター Computing Center ２）計算機センター Computer Center（CC） ３）情報処理センター  Center for Computer 
and Information Services（CCIS） ４）総合情報処理センター  Computer and Network Services（CNS） ５）総合情報基盤センター  Information Technology Center（ITC） 
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      表１．ITC Digital Archivesのページ構成 
No. サブ・ページ名称 掲載内容 
1 ＩＴＣＤＡホーム ITC Digital Archives とは 
2 Bulletin年俸・広報 １）計算機センター年報，     ２）情報処理センター広報， ３）総合情報処理センター広報， ４）総合情報基盤センター広報 
3 Newsニュース センターから発行したニュース／速報 
4 Booklets/Guides 小冊子／案内 センターで作成した各種小冊子／センター案内， メーカー作成・提供パンフレットなど 
5 Manualsマニュアル センターで作成した利用者向けの各種利用の手引き 
6 Textsテキスト[教科書] 平成 5年（1993年）から開始された情報処理科目の各年の教科書
7 Reports レポート 富山大学における情報処理（教育），情報通信技術の報告書 
8 Official Documents 公文書・会議録 センターの公文書，各種会議録 情報システムを調達したときの要求仕様書など． 
9 Catalogカタログ集 今となっては入手不可能なメーカーのカタログ集 
10 Center Materials センター関係資料 その他，センター関係のコンピューターとネットワークに関する資料，情報セキュリティ関係資料，インターネット利用ガイドなど． 
11 Links リンク集 国内外の Digital Archivesへのリンク集 
 
   写真１．初めて ATM（Asynchronous Transfer Mode）ネットワーク・システムのパンフレット（1996.05） 
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 図１．ITC Digital Archivesのトップ・ページ 
 図２．ITCDAの Bulletin年俸・広報画面        図３．ITCDAの Newsニュース画面 
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図４．ITCDAの Booklets/Guides小冊子/案内画面    図５．ITCDAのManualsマニュアル画面 
 図６．ITCDAの Texts教科書画面         図７．ITCDAの Reportsレポート画面 
 図８．ITCDAの Center Materialsセンター関係資料画面   図９．ITCDAの Linksリンク集画面 
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 図 10．FITNET協議会で出版し，北陸３県の小中高校に配布した「電子社会への誘い（岩原正吉著）」1999.10 
    図 11．富山大学 Gigabit Network Systemを紹介するNTT西日本作成のパンフレット（2001.05） 
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 図 12．富山大学 Token Ring LAN紹介(1993)    図 13．総合情報処理センターのMLAB紹介（1998.3） 
 ５．ITC Digital Archives今後の課題  センターの歴史を後世に伝えるために，今日まで報告書や広報誌，あるいはテキストの形にして残してきたが，電子データ時代のデータをどのような形で後世に残すかが，最大の課題になってきた．記録媒体としては，日本の和紙に墨で書いた物は700年間保存できたが，最近の電子データは，CD-ROM，DVD-R で 30 年くらい保存可能だが，Blu-ｒayDisc で 100年くらい，マイクロ・フィルムで 500 年と言われているので，現在最も長く保存できる和紙では容量の問題があり，マイクロ・フィルムもそれほど使われなくなってきているので，Blu-ray Disc か，HDD を定期的にコピーして，保存するより方法がないようだ．その意味で，Webサイトに公開して，永遠に引き継ぎされれば，歴史として必ず残っていく．  従って，最大の課題は，第１に Web Site を必ず引き継いでもらう事である．  第 2に，文献・資料の収集と選択基準の設定，設定に従った電子データの蓄積である．  第 3 は，データのバックアップとリカバリー体制
の維持である．コンピューターは，いつかは故障するという前提で，日常のデータの退避を怠らないことである． ６．むすび “ITC Digital Archives”という電子保管庫ともう一方で進めている「ITC Digital Museum電子博物館」は，歴史的遺産を後世に伝えるための，重要なWeb Siteとなる．ビスマルクが言った，「賢者は歴史に学び，愚者は経験に学ぶと．」という名言が語るように，我々人類は，同じ過ちを繰り返さないために，歴史を学ぶのであり，この仕事を趣味でやっているのではない．1999年発行の「古文書返却の旅」[１]を読んでから，筆者の歴史に対する考え方が変わったのである．「その資料がなくてはならないなら，それは伝えるために歴史に残せ！」と． 
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